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言問時~主 4締

手賞沼公密

コミュニティー広場

揃
制
緩
作
帯
構
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
。

緩
や
ベ
ラ
ン

F
で
は
、
山
欄
本
や
箪
仲
怖
の

株
分
け
や
鍛
え
か
之
、
鎖
、
一
え
ぬ
円
け
的
時

織
で
す
妙
ご
家
篠
お
そ
ろ
い
で
続
本
ま

つ
り
へ
お
阪
か
け
く
だ
さ
い
。

V
花
的
艶
料
配
布
叩
ω
・討
8
と
も
午

前
日
時
か
ら
ぬ
溺
脳
細
に
ダ
リ
ヤ
・
ベ
コ

人
権
擁
護
建
設
に

期
癖

3
R
I
日
付
P
‘
市
町
人
縫
機

構
欄
後
災
に
別
府
孝
子
氏
が
淡
説
明
大

関
出
よ
り
餐
犠
語
れ
ま
し
た
.

社
会
へ
の
自
立
を
願
っ
て

綴
神
薄
弱
者
懇
附
翠
施
設
『
事
務
ら
街
地
問
幽
L

叫
心
身
体
獲
議
機
後
セ
ン
ヲ
i
め
と
な
り

に
完
或
し
、
広
U

凸言
U
に
ズ
!
ブ
ン
し
ま
す
ご
い
の
総
設
は
、
叩
同
機
取
ム
グ
J
綴
神
薄
縁
轡

謀

警

の

も

各

行

総

っ

て

B
霊
緩
め
叫
制
緩
や
率
緩
潟
、
芸
喜
一
一
説
警

行
い
笠
護
欄
の
お
手
伝
い
科
じ
て
い
こ
う
と
い
う
一
%
の
で
す
。
治
建
議
〕

一
一
ア
・
?
リ
i
ゴ
ー
ル
ド
世
間
同
和
吋

V
田
園
婆
教
室
午
後
2
時
か
ら
3
時、

勺
m
悶
準
的
関
議
ハ
ン
ド
ブ
y
タ
M
H
総

と
花
の
泣
か
月
い
金
制
品
布
冶

V
路
管
制
相
欄
絞
午
後
3
時
か
ら
4
持
、

機
水
や
花
的
育
て
対
で
淡
を
い
た
め

て
い
る
方
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
a

V
隙
慈
ハ
サ
ミ
と
事
(
議
料
)
午
4

削

H
H
時
か
ら
党
務
1
0
0
名

{
1人
1

T
に
絞
り
草
す
)

マ
第

2
闘
相
殺
岨
情
コ
ン
ク
ー
ル
事
加
作

品
凝
午
前
日
時
か
ら
や
後
4
時

V
魚
由
品
血
液
チ
w
円
、
d
m

捧
化
を
腐
っ

て
魚
告
激
流
。
ポ
ケ
リ
r
ト
綴

f
ラ
ス

ト
吋
挙
制
民
沼
町
魚
い
も
配
布
冶

難
…
験
的
w期
金
は
、
韓
町
一
昨
九
拡
に
役

笈
て
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
国
閣
芸
田
市
ハ

サ
ミ
と
曹
に
務
せ
ら
れ
た
も
的
は
、

余
綴
織
の
裁
金
と
し
て
油
開
立
て
さ
せ

て
い
た
だ
鏡
、
ま
す
。

累
・
内

3
番
目

の
公
立
通
所
捷
生

こ
れ
ま
で
、
身
体
隊
答
者
や
心
身
地
跡

筈
児
の
た
め
的
務
立
総
設
は
あ
り
ま
し

た
が
、
通
扇
町
綴
然
部
弱
者
捨
五
日
叫
が
な

〈
、
そ
の
必
終
M
m
が
増
し
て
い
ま
し
た
.

附
哨
秘
的
年
7
月
に
は
.
予
を
つ
な
ぐ

相
時
的
告
か
ら
冷
淡
施
設
再
建
紋
様
綴
轡

も
潟
き
れ
、
障
害
mw
滋
い
?
?
で
も
入
一
昨

で
き
る
滋
針
術
院
ゑ
磁
器
棋
の
建
誼
棋
を
泌
総

し
ま
し
た
a

そ
こ
で
、
時
総
，

onnに
身

体
問
博
義
者
権
益
セ
ン
タ

2555h隣
綾
地

ι

更
生
総
滅
的
訟
玩
棋
が
始
ま
り
、
今
年
3

開
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
a

更
生
総
絞
「
あ
ら
き
嗣
闘
い
の
後
同
闘
は
、

m
w
お
で
、

5
湾
問
問
開
酬
に
山
間
け
単
備
を
進

め
て
い
車
す
m

ま
た
、
県
内
的
公
な
帥
閉
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幸吉i耐

孝
子
民

任
期
は
3
年
。
今
後
み
な
き
ん

舟
人
僚
が
俊
き
れ
な
い
よ
う
に
盤

畑
閉
し
た
り
、
ヤ
止
し
い
人
磯
町
考
え

万
を
広
め
ま
す
。
ま
た
、
人
機
関

綴
に
つ
い
て
辻
、
み
な
き
ん
の
相
側

諸
相
相
手
止
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
大

友
u
例
年
四
月
H
u
u
争
中
ま
れ
、
鉛
芦

2
の
9
の
お
、
盟
〈
山
間
)
2
3
2
0
0

前
川
町
巻
町
小
熊
勝
先
制
際
、
長
い

問
問
ご
苦
労
宰
ま
で
し
た
b

揚
導
日
清
一

作
業
指
導
を
や
心
に
、
午
前
9
時

担
分
か
ら
午
後
3
時
加
分
ゆ
}
ろ
ま
で

的
議
線
を
予
定
し
て
い
ま
す
⑤

国
制
¥JJR
月

一
年
間
的
生
な
行
事
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
も
の
を
柔
し
て
い
ま
す
c

*
社
会
殺
学
*
一
的
問
治
訓
練
*
係

議
殺
合
*
災
害
滋
滋
綿
織
*
パ

ザ
i
*
凝
動
会
*
ク
リ
ス
?
ス

金
*
内
科
検
診
宇
ぜ
い
陣
制
州
議

*
精
神
科
相
淡
な
ど

反
自
ー
し
込
山
l

山

「
あ
ら
春
闘
い
へ
の
入
間
闘
を
殺
奴
寸

る
ふ
乃
は
ろ
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。入
獄
資
格
に
つ
い
て
は
、
制
民
生
相

談
所
内
判
定
を
受
け
築
閉
山
生
活
に
交

穫
が
な
い
こ
と
や
注
に
際
線
的
管
理

を
必
要
と
し
な
い
ニ
と
な
と
が
あ
り

ま
す
u

総
し
い
市
内
容
は
、
わ
線
ね
く

だ
さ
い
。

V
越
銭
仲
間
一
悩
詮
議
出
即
答
総
絞
殺A じゅうたん華まきの翻銭護軍
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え
に
よ
る
間
関
緩
安
接
続
、
総
術
針
…
関
税
滋
殺
す
る
た
め
‘

1

戦
何
時
子
絞
南
北
剖
制

約
悼
び
な
ど
が
期
待
で
き
る
た
め
で
す
e
市
改
造
感
激
い
寸
公
共
下
水
議
妓
段
階
等

閑
闘
機
交
山
田
金
は
日
目
的
略
2
0
3
5
万
円
緩
い
「
絵
本
対
鍛
準
緩
い
を
量
点
事
裁

a
e
4
%
叫
明
不
必
上
し
て
い
ま
す
。
と
し
て
総
預
づ
け
.
ま
た
、
務
総
合
計

ニ
れ
は
、
市
営
総
指
紋
術
援
凶
凶
地
や
裁
川
闘
の
笑
両
日
計
商
問
で
あ
ゐ
3
か
年
爽
総
計

孫
子
駅
北
日
銭
転
車
察
車
機
な
ど
の
綾
一
期
に
絞
ら
れ
て
い
る
挙
借
地
を
後
光
州
叫
に

総
務
借
地
時
貨
が
議
総
ぎ
れ
る
土
木
翼
線
燃
料
開
択
し
て
い
ま
す
。

支
出
会
が
、
前
年
度
い
い
対
し
1
0
7
%
削
制
約
制
剖
の
晶
抽
出
向
子
鉢
で
は
、
昨
年
に

の
増
と
大
き
な
伸
び
が
日
再
込
ま
れ
る
た
引
持
続
き
志
木
綿
慨
が
ト
ソ
プ
で
特
俄
7
1

め

で

寸

。

1

0

万

汚

(

山

口

・

6

%

増

〉

と

な

り

、

一

県
支
盗
殺
も
為
的
持
物
総
裁
殺
事
業
設
会
計
約
部
・
6
W
H
意
向
め
て
い
ま
す
固

が
部
芝
山
地
也
容
れ
て
い
る
れ
い
め
、
8
億
7
3
こ
れ
は
、
さ
き
の
3
卒
業
の
ほ
か
拙
臨
時
制

4
4
万
8
0
6
0
R
(
筋
縄

6
%
崎
明
)
を
的
仁
犠
総
事
れ
て
い
る
務
殺
に
加
え
て
、

制
制
上
し
て
い
ま
す
。
北
口
自
転
車
紋
車
場
祭
儀
古
学
世
帯
や
中
市
営

地
方
後
(
借
入
金
)
は
、
綴
殺
事
業
後
議
絞
殺
閥
単
鴎
地
議
設
機
業
的
事
業
費

関
連
の
士
本
問
問
的
部
び
を
反
戦
し
て
8
が
浪
淑
き
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
ぞ
す
。

帥
鳴
ら
6
9
0
万
m
門
(
時
・
5
%
埼
)
を
見
あ
ら
器
僚
が
完
成
し
た
総
生
資
は
却
同
部

込
ん
で
い
ま
す
の
3
6
6
0
万
一
向
(
3
・
8
%
減
五
札
制
上

胸
躍
鴎
藩
虜
闘
躍
醸
関
閣
嘩
櫨
蟻
闘
し
て
い
ま
す
。
総
い
て
、
O
A
化
後
滋

轟

額

航

路

覇

醐

闘

麗

闘

瞳

罰

事

裁

が

い

警

込

ん

だ

襲

撃

震

2

一
万
、
歳
出
で
は
榊
献
し
い
併
用
政
状
総
5
7
9
万
m
門
(
路
'
3
%
地
)
、
為
的
博

の
中
で
、
中
市
災
一
一
!
ズ
に
対
応
し
た
市
物
滅
後
殺
事
業
を
子
市
河
し
て
い
る
教
育

終
生
活
蓑
鋭
的
子
第
を
め
ざ
し
ま
し
れ
則
。
繁
が
間
隔
協
3
0
2
4
万
m
円
(
印
刷
e
6
%

限
ら
品
れ
た
財
複
を
熟
閣
情
的
、
効
率
的
に
機
}
な
ど
の
燃
と
な
勺
て
い
ま
す
。

前
年
度
比

8
・4
%増
の
積
極
型

鶴
間
総
紛
年
妥
当
初
予
算
は
、
3
目
付
帯
刷
機
余
定
加
閉
会
で
電
後
お
れ
、

A
H
同円

か
ら
各
議
務
幾
は
麓
詰
ず
し
て
い
殺
す
。
予
算
の
綴
裂
は
、
一
般
会
僚
が

T

9
0
線
開
問
で
町
出
稼
療
W
抽
出
0

・
4
%
減
、
総
務
会
計
芳
念
齢
刑
判
、

ω鍍
8
0
9

♀
泊
m
門
で
尚
?
2
%
増
、
噌
誌
や
後
車
業
耳
酎
隊
以
稼
相
主
塁
n
m
m
で
一
切

8
%
湧
と
な
り
撲
し
だ
。
以
上
を
品
開
齢
制
し
た
箔
の
品
開
予
務
は
3
1
5
緩

6

2
4
0
万
附
円
で
、
酎
剖
忽
僚
と
総
帥
軟
ず
る
な

a・
8
%
(
目
的
儀
8守
9
2
万

m
内
溜
〕
の
品
開
ぴ
と
怨
り
、
一
般
会
衡
の
絡
び
率
は
隠
後
上
旬
り
、
臨
時
の
品
開

ぴ
内
科
部
一
輸
相
す
る
複
滋
叡
務
篤
と
な
っ
て
い
務
す
也
こ
こ
で
は
、
一
一
般
品
質
桝
聞

の
あ
ら
悲
し
は
つ
い
て
鋭
開
閉
し
絞
殺
。
(
〉
出
向
め
数
字
は
対
都
銀
波
総

醸
磁
醸
渇
凋
蟻
闇
圃
園
田
暗
闇
闇
臆
肺
機
入
金
み
る
と
、
市
総
は
1
2
6
出
国

富
国
頭
態
磁
薗
瞳
回

g
a園
間
組
欄
6
8
9
4
万
8
6
0
0
m
門
と
帥
附
年
淡
に

術
的
予
察
の
骨
片
慣
で
為
る
一
殺
金
計
対
し
約
6
慾
l
0
0
0
湾
問
的
増
(
E
e

は
、
1
9
0
警
で
、
前
年
緩
む
た
絞
1
%
場
)
長
込
ん
で
い
寧
て
こ
れ

す
る
と
8
・
4
%
の
い
仰
が
に
な
っ
て
い
は
、
後
気
的
問
問
綴
縁
側
酬
に
よ
る
偶
人
・

ま

す

。

法

人

宮

市

総

滅

的

抽

押

ぴ

や

、

太

織

綴

錦

誉

会量?霊ま骨

z 

公
開
闘
な
ど
の
綴
斡
的
h
u綴
市
総
設
じ
鍛

え
、
身
内
ま
わ
り
の
挟
淡
燃
や
衡
の
美

し
き
の
総
滋
な
ど
、
経
住
環
境
的
向
k

を
滋
め
主
す
。

三
市
営
品
盟
場
機
甲
田
緩
問
地
時
暗
殺
事
撒

2
5
2
鎗
9
7
4
0
方
向

議
朽
化
し
た
本
遺
伎
{
弔
問
問
や
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
議
3
隊
綾
て
4
捕
閉
じ
総

て
替
え
ま
ず
。
(
2
か
年
総
統
灘
業
)

*
住
居
表
一
端
的
機
嫌
‘
3
1
2
0
万
開
口

布
役
絞
衛
関
撒
疲
れ
匂
除
隊
渓
準
整
備

官
申
業
を
晶
湾
総
し
ま
す
。

臨
柑
泣
怠
市
民

サ
i
ピ
ス
の
充
実

館
副
劃
釦
干

の

構

円

成

一

象

l
i
-
-
i
L

*
蜘
酷
岨
臓
機
崎
明
白
敬
義

生
産
基
撚
争
後
獲
さ
せ
る
た
め
、
は

協
哨
制
蹴
雌
聞
を
は
と
め
曲
府
議
や
捗
水
路
を
ど

の
盤
備
を
緩
め
ま
す
。
ま
た
、
水
間
関
縫

繋
総
マ
一
対
策
事
裁
金
銭
滋
し
ま
す
‘

ネ
ヱ
轍
糊
山
地
滋
液
晶
W
暴
本
齢
閉
山
蹴

了
ふ
議
綴
興
策
の
あ
り
存
や
方
沖
械
を
踏

ま
え
、
絞
存
八
北
倫
滑
川
丹
後
と
叫
制
裁
誘
致
付

策
的
関
係
を
見
宇
え
た
正
綴
開
山
地
盤
緩

め
と
め
の
+
み
ふ
け
づ
く
り
を
行
い
ま
寸
c

*
醐
療
機
復
興
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

都
翁
蕊
絞
め
綾
織
な
ど
、
ま
ち
づ
く

り
と
一
体
と
な
っ
た
総
力
あ
る
酪
防
衡

を
都
成
し
て
い
く
た
め
は
、
品
開
作
抑
織
づ

く
り
の
手
引
引
畿
を
2
か
年
で
作
成
し
ま

す。

*
柑
師
・
市
排
水
対
綴-
e
g鰍
8
3
7
0
万
m
円

つ
く
し
録
的
脅
中
心
と
す
る
仲
北
部
僻
地

総
排
水
対
策
事
業
と
し
て
、
務
執
且
抽
出
的

築
造
や
水
刷
知
的
役
修
な
ど
を
綴
織
的
に

棚
党
総
し
ま
す
E

ま
れ
ん
、
殺
孫
子
駅
前
か
ら

手
資
制
刑
公
後
ま
で
の
総
本
料
帥
怖
の
お
設

ヱ
事
を
完
成
寺
せ
る
と
と
も
に
、
時
制
h
l却

に
縁
仏
拡
治
前
一
の
排
水
対
織
と
L
て
基
礎

潤
嗣
査
を
月
一
村
い
ま
す
。

"{)I 

都
樽
排
水
対
鵜
に
思
轍
自
0
0
0万

「

パ

い

バ

J

決
議
な
都
市
生
悼
m
k
手
繁
泊
浄
化
を
る
公
織
と
し
て
祭
備
し
ま
す
。
な
お
‘

一

良

部

認

住

宅

一

め

ざ

し

霊

長

め

て

い

ま

す

。

今

年

中

三

蓄

用

が

義

と

な

り

ま

一

議

盤

の

譲

保

一

主

は

、

久

雲

水

中

継

ポ

ン

て

こ

の

ほ

か

5
2
2地的

…

*

l

ト
i
し
プ
場
内
総
説
肌
叩
ム
事
の
ほ
か
、
台
閥
、
楽
児
童
公
脳
酬
な
ど
、
夜
間
院
が
利
縦
し
や
す

象
隊
繍
加
盟
譲
事
業
(
特
別
会
計
)
崎
会
、
夫
T

十
一
台
.
布
役
、
総
な
ど
め
鵠
〈
、
ま
た
蹴
出
械
の
、
y
ン
ポ
ル
と
し
て
綴

e・
g
-
z
b
H
H
億
4
-
7
容
。
万
河
口
也
円
一
時
本
幹
線
や
枝
緩
め
綴
繍
問
令
晶
踊
次
し
み
や
す
い
公
濁
を
的
知
機
し
ま
す
。

一
期
的
に
都
市
総
僻
臓
を
的
障
嫁
す
る
た
め
機
め
ま
す
。
ー
!
i
i
l
l
l
i
i
i
l
l
l
j

歪

哉

、

議

、

中

静

で

護

L

て

い

曇

ノ

襲

撃

襲

撃

か

地

域

巴

椴

揺

し

恕

ま
す
。
忠
良
山
静
…
芸
懇
一
円
紘
一
行
で
行
:
t
e
l
i
a
-憶
を
2

8

8

湾

問

一

窓

住

職

相

績

の

襲

腕

わ
れ
て
い
ま
?
。
部
樹
木
地
阪
は
今
年
度
、
竹
内
神
授
か
ら
{
悶
ノ
森
公
燈
に
速
な

準
品
阜
市
一
認
可
を
め
昔
、
し
散
り
柑
臨
み
ま
す
。
る
傾
斜
泌
を
然
か
し
、
繰
強
か
な
公
問
削

*
公
挽
下
水
遂
盤
備
事
世
情
{
特
別
舎
長
}
と
し
て
、
ま
た
、
輸
滅
的
守
三
一
テ
ィ

i
i
:
:
判
明
纏
5
8
0
器
官
M
m
門
と
レ
ク
リ
品
i
シ
ヨ
ン
綴
織
の
伸
明
主
な

認
市では毎年新総合滋樋をスタートさt芝、厳しい財政選華営の中1:~器

u君事基本計喜撃者をもとに討議のなまちづくりを進めようとしています。
ここ1:1率、新年援の一般会齢予君事者正中止111，こ経常毒事主主事畿を徐い主主主
主主鎚策寄託、総さき普f題の T将来のくらしの華~J 1とそって紹介しE震診。

〈事幾重軽は概算の金書襲T士、な年以上iとわたる事業の場合Ia:今年度分
のみの金額で9".)罪奪い合わ役 罪主義空襲量出

場
開
副
書
館
の
午
軸
刷
機
鯨

本
総
、
分
館
で
4
n
z
n
か
ら
午
時
間

総
践
を
築
時
捕
し
ま
し
令

一

安

食

区

一

一
く
ら
せ
る
ま
ち
一

一

$
i
i
i
i
L

本
紡
災
施
策
的
湾
総
・
-
-
S
S
8
0
万
内

線
機
に
お
け
る
災
轡
対
脇
陣
告
充
実
さ

せ
る
た
め
、
大
線
機
池
袋
対
策
内
線
描
問

機
殺
を
実
怯
唱
し
ま
す
。
ま
と
、
品
加
災
宥

識
を
務
め
る
た
め
時
間
前
氏
ハ
ン
ド
ブ
y
タ

な
ど
多
作
成
し
ま
す
。

rn年弱

オ
ン
一
フ
イ
ン
シ

本
総
合
計
画
遂
行
稼
働
組
体
制
制
の
醐
笈

ゐ

-
Z
3
6
0
万
四
円

築
本
同
情
細
心
、
拙
郁
1
次
基
本
計
同
関
心
滋

づ
く
劇
務
事
業
的
計
四
閥
的
な
執
行
を
鴎

り
、
品
交
ロ
約
・
体
ゑ
的
な
計
弱
行
政
的
後

綴
安
め
rc
し
ま
す
。
ま
た
・
融
情
1
酬
明
察
娘

役
笛
的
見
殺
し
を
行
い
、
務
2
糊
朋
樹
党
務

総
…
闘
を
策
定
し
ま
サ
e

*
O
A
品
川
的
推
進

4
:
Z
A
-
-熔
8
7
0
0
万
湾

総
総
統
鋒
・
印
器
開
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
を
間
開
発
し
、
本
庁
、

fJ附
‘
泌
総

本
通
織
の
畿
地
隅2
3
:
書
館
5
6
8
8
河
内

鈴
畿
地
山
崎
や
主
要
寂
然
滋
働
時
的
拡
録

鐙
儀
な
ど
、
改
良
事
業
を
+
若
松
、
骨
叩
仲
紅

は
か
各
地
区
で
閥
次
災
織
し
ま
す
。
ま

た
、
銭
幾
総
帥
聞
や
む
字
溝
設
畿
な
ど
の

維
持
本
業
の
ほ
か
排
水
絞
め
皿
埋
設
な
ど

の
務
水
工
務
を
‘
新
本
綾
滅
的
ほ
か
来

終
端
刷
耐
囲
拡
聞
を
骨
量
点
制
別
に
寧
織
し
ま
す
e

*
地
縫
齢
制
滴
制
度
品
W
議
λ

ま
ち
づ
〈

η
い
い
約
十
る
地
区
除
隊
と

め
令
松
形
成
を
開
凶
り
な
が
ら
、
選
出
聞
や

り
ま
す
e

亨
務
務
閣
官
酔
胞
の
発
行
4
3
2
3
2
S
湾
問
門

前
則
氏
然
活
に
開
閉
す
長
竹
減
策
組
組
と
、

特
孫
子
的
総
力
的
得
発
男
な
ど
め
地
域

機
殺
を
盛
り
込
ん
だ
、
新
し
い
タ
イ
プ

的
情
報
総
多
作
法
し
ま
す
。
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福

祉

社

会

一

の
態
成
一

*
i
l
l
l
k
 

主
禍
後
綴
後
世
帯
e
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

命

a

叫組端拙情明凶総憐叫役執的哨形附成孔をぞめ肘庁Fnお幻
し
、
統
校

内
議
徐
行
政
的
災
燃
や
摘
出
向
な
ど
を
抑
熔

接
し
て
い
品
ま
す
会
ま
た
、
各
時
閥
的
援

絞
サ
ー
ビ
ス
令
受
け
る
略
的
ガ
イ
ド
プ

ン
ク
を
作
成

t
ま
す
。

ゑ
輔
副
慌
の
ま
ち
づ
〈
り
整
機
指
針
の
作

成
ハ
ン
ヂ
ィ
キ
ヤ
ソ
ブ
を
持
つ
人
た
ち

も
健
常
者
と
倒
的
じ
よ
3
に
安
全
寸
品
税
務

な
都
市
生
泌
が
送
れ
る
よ
う
、
道
路
や

公
附
酬
な
ど
物
的
な
潔
滅
的
議
機
指
針
金

2
か
年
で
品
作
成
し
ま
す
&
今
年
時
胤
は
、

祭
一
戸
向
け
て
瀦
濯
を
町
村
い
ま
す
e

本
特
闘
訓
襲
綴
場
人
ホ
I
ム
建
設
叫
制
球

・
2
2
4
9
方
向

中
峠
に
綾
総
督
れ
る
「
和
潮
市
掘
削
〈
附
同

総
ご
と
齢
制
m
問
中
市
に
建
設
諮
れ
る
一
福

待問出
L

に
縫
紋
閥
抗
的
…
穏
を
補
助
し
、

ベ
ン
竹
?
を
際
保
し
ま
す
。

「
市
忠
釦
恥

1J

…

早

口

咋

占

νu
…

一

i

J
川し

ゃ
伊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
綴
務
総
本
齢
制
蛮

2
4
0
0
万
丹

後
四
時
的
交
流
と
し
て
‘
向
同
治
会
的
活

動
や
様
々
な
防
体
、
サ
l
ク
ん
的
級
品
開

な
ど
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
切
そ
れ
ら
の

活
動
を
促
必
す
る
た
め
、
布
陣
院
と
行
政

と
め
鰯
わ
り
を
明
世
間
に
す
る
と
と
も
に

ヲ
ミ
ユ
ヱ
テ
ィ
時
期
総
務
翁
な
と
者
含
め

た
体
糸
的
な
計
百
開
業
を
作
成
し
ま
す
e

生
涯
後
通
じ
て
学
び

合
う
隅
刷
機
づ
く
り

*
役
会
科
酎
開
時
配
本
‘
・
:
:
マ
6
0
8
万
閉
門

小
学
3
e
毛
年
生
の
裂
殺
を
全
部

ん
嬢
捨
単
操
川

3
月
定
例
会
の
議
決
結
果

務
地
区
齢
別
酒
等
師
務
的
仲
成
事
続
に
間
同
動
輪
来
刷
間
帯
一
部
紘
一
品
社
会
開
揮
役
業
務

す
る
串
州
問
A
W
制
制
捜
治
区
計
憾
に
つ
い
に
従
事
ナ
る
や
一
治
指
導
気
的
手
遜
を
新

て
噺
構
内
出
帆
髭
及
び
滋
綴
織
皮
肉
の
土
地
殺
す
る
た
め

所
有
者
等
的
滅
え
を
求
め
る
た
め
の
苧
回
毅
血
閉
め
勤
務
時
間
問
、
体
総
判
、
休
酬
明
等

続

器

を

{

踏

め

る

た

め

に

糊

す

る

条

例

的

一

線

徽

蕊

労

働

基

務
特
別
較
的
緑
風
で
券
常
勤
の
も
め
の
準
法
的
改
ぷ
北
山
け
い
、
勤
務
時
織
を
附
鴨

緑
幽
閉
及
び
費
湾
#
償
に
同
州
す
る
粂
m
聞
の
拙
糊
す
る
と
と
も
に
、
4
滋
6
休
を
本
的
畑

一
部
改
正
鱗
神
湾
総
者
更
生
組
経
の
笑
泌
す
る
た
め

嘱
続
出
臨
時
総
酬
を
ム
定
め
る
た
め
闘
ゅ
の
法
蟻
及
び
そ
め
翁
称
的
変
更
に

滋
一
般
殺
の
様
凪
閥
的
特
殊
勤
務
平
山
謂
交
停
う
関
係
車
市
刷
聞
の
融
四
百
瑞
に
関
す
る
操
例

的
問
に
改
訂
し
、
郷
土
品
び
こ
を
教
材

μ

と
っ
た
燃
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
鋭
読

本
を
作
成
し
事
す
。

*
官
揖
齢
師
鼎
咽
蛾
組
酬
の
鴻
段

布
ル
民
地
区
で
す
附
鈴
掛
怖
の
た
め
の
救
出
器
臓

を
回
開
設
し
ま
す
α

*
融
問
機
作
u
倒
的
第
入
掠
か

2
2
・
1
5
9
0
万
町
内

綴
か
な
情
換
を
脊
て
る
た
め
、
印
象

派
的
優
れ
れ
~
作
品
約
点
を
2
年
糊
闘
に
わ

た
っ
て
兇
議
1

生
徒
に
緩
殺
さ
せ
、

Z

平
後
に
縫
製
仏
紙
相
側
m
w
点
、
ピ
ヂ
オ
ロ
畿

を
隣
人
し
ま
す
E

ま
た
、
小
学
校
の
プ

i
ん
の
本
滋
料
金
銭
柏
崎
と
水
泳
指
特
効

来
的
向
上
め
た
的
、
本
謀
総
郎
総
プ
i

ル
ブ
口
ア
l
b
翁
え
寧
す
会

*
湖
北
会
問
小
殺
害
融
修
認
が

・
1
後
7
5
8
5
万
円

減
北
ぬ
隊
小
の
外
壁
、
数
綴
絡
め
改

修
糸
お
う
ほ
か
‘
融
問
…
…
…
小
、
哨
開
北
合
綴

小
の
品
位
滋
絞
僚
的
改
師
陣
を
含
め
、
小
中

学
枚
目
絞
め
補
修
工
事
告
行
い
ま
す
。

*
文
化
答
申
情
浴
勧
へ
出
後
助

文
化
湘
閣
議
へ
の
助
成
や
終
的
則
廃
な
ど

の
文
化
活
動
へ
約
後
助
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
お
神
楽
な
ど
の
脚
太
議
能
的

側
部
彩
、
継
承
に
も
カ
を
入
れ
て
い
魯
ま

す
e

の
制
定
久
帯
閥
単
及
V
布
泌
総
鋭
的
一

献
酬
を
仲
間
居
表
示
し
た
こ
と
に
伴
い
、
閥

解
条
例
的
学
名
称
を
変
更
す
る
た
め

側
役
会
教
育
指
導
員
数
畿
に
開
閉
す
る
議

捌
聞
の
一
務
改
総
資
少
年
の
幡
町
愈
符
戒

の
綴
化
多
段
る
た
め

回
開
田
園
実
像
嫌
線
検
税
鬼
晴
樹
問
の
一
総
数
総

級
事
鰍
ず
を
改
定
す
る
た
め

機
下
水
滋
条
例
の
一
鰯
改
正
径
四
相
炎

説
的
機
時
時
及
び
地
山
県
下
水
滋
鵡
澄
区
域

的
一
部
を
公
其
下
水
滋
に
転
換
し
た
た

め載
昭
和
的
同
年
度
…
総
合
計
繍
立
予
算

(第
3
紗〉

都
暗
殺
鞘
m
叫
警
護
特
別
会
計
補
正
予
算

日
出
宙
開
蹄
問
機
銀
総
噂
業
(
祭
主
件
よ
、
土
地

際
問
問
銭
務
事
業
(
務
2
紗
〉
、
公
共
下
水

遂
事
業
(
務
3
管
〉
、
手
祭
招
待
作
山
線
数

手
鍵
沼
を
ま
怒
一

の
シ
ン
ボ
H
U
C

一

一

e
j
i
-
-
L

本
帯
鷲
滋
浄
化
合
管
場
が
え
る
途
畿
諸
経

手
町
高
沼
浄
化
に
向
け
て
は
‘
制
輸
と
流

域
冷
相
町
内
一
協
力
で
議
機
的
枠
化
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
ま
た
一
方
で
下
水
滋
挙

世
慨
を
絞
っ
て
い
ま
す
が
、
市
町
民
生
活
町

中
で
手
間
民
初
出
一
期
設
へ
的
遂
を
考
え
て
い

く
綴
柑
械
を
品
開
拾
し
ま
み
た

{
務
2
努
}
、
老
人
保
鎗
〈
蜘
附
記
珍
)

機
昭
和
問
同
年
度
水
議
事
蟻
会
叫
制
緩
蕊

予
察
(
縮
問
2
品
。
}

胤
開
畷
和
総
年
度
一
総
会
計
予
算

溜
昭
和
時
間
得
度
特
盟
話
会
計
予
一
練

鶴
間
四
時
開
設
探
検
察
僻
瓶
、
土
地
区
最
閥

抗
監
淫
事
業
も
公
共
下
水
道
溝
縁
、
4
7

統
制
的
静
化
事
業
、
老
人
然
臨
時
、
公
共

同
団
地
取
得
議
綴

機
緩
和
的
四
年
度
木
選
継
機
会
針
予
算

部
帯
用
問
定
資
滋
務
鏑
馨
糞
議
員
会
姫
耕
輔
闘

の
滋
後
校
欄
制
裁
7
と
な
っ
た
角
積

一
炎
氏
の
袴
絞
と
欠
滋
に
伴
、
ヲ
間
内
帥
官

官
元
一
吋
院
を
殺
伐

品用紙
4

夫
氏
、
仰
明
頼
主
年
6
月
叩
同

日
生
命
叩
件
3
1
1
5
4
愉
柏
崎
め
l

間
的
昭
一
一
尭
一
氏
側
明
和
げ
年
1
月
3

8
集
中
山
知
戸
上
別
番
地

*
輯
孫
子
駅
北
口
自
転
車
時
瓶
事
機

・
4
捕
時
4
1
8
8
万
閉
門

北
口
区
別
測
綴
磯
ば
一
域
内
的
公
附
開
削
用
地

以
砕
械
設
し
、
開
明
和
川
例
都
e
q
N
供
用
問
削
始

の
平
定
で
進
め
ま
す
。

主

主

む

燃

す

る

雲

行

い

ま

す

。

一

中

山

町

点

」

i
o
o万
得

議

室

舎

:

i

d

e

s

-

喜

一

づ

く

り

の

推

進

一

千
災
沼
を
め
ぐ
る
燦
然
や
歴
史
的
町
漆
良
好
な
自
然
淵
磯
崎
鳴
を
保
全
し
て
い
く
…
*
i
l
-
-し

艇
な
ど
を
教
材
化
し
、
児
滋
、
生
後
が
た
め
の
資
金
を
、
更
に
然
災
し
ま
す
令
本
総
務
子
獄
貨
物
線
跡
地
制
打
開
閉
計
蔚

地

域

的

環

境

や

〈

ら

し

ヘ

的

惑

解

を

晶

体

*

創

刊

根

山

パ

運

動

公

拙

欄

3

:

4

8

0

方

向

め
る
た
め
Z
か
年
で
作
品
執
し
ま
す
。
.
‘
2
0
6
8
一
刀
出
口
品
氏
物
機
勝
地
は
、
我
同
知
子
駅
開
柑
辺
か

*
叩
柏
村
ん
利
回
m
縫
滋
務
畿
総
務
川
町
市
民
然
機
抑
制
を
一
帯
用
す
る
た
ら
手
交
沼
に
及
川
小
中
心
強
い
白
づ
く
つ
め

:
1
5
0
一
n
m
門
的
、
少
年
サ
ッ
力
i
岨
帽
を
箆
蹴
閉
し
ま
す
。
中
で
も
、
総
帥
削
制
問
点
内
総
と
し
て
の
意

や
制
調
間
的
静
化
の
た
め
、
市
臨
時
と
と
も
ネ
織
の
博
物
館
慾
緩
味
合
持
つ

FEか
ん
・
総
合
的
な
観
点

に
広
域
的
・
畿
倒
的
に
怒
っ
級
み
ま
す
。
2
2
・
1
・
5
憶
2
5
5
0
一
A
問
で
後
火
問
問
符
叫
却
に
活
用
す
る
た
め
の
初

ホ
半
減
溺
滋
歩
道
白
磁
鎌
山
同
然
奥
頬
研
究
所
内
総
畿
地
に
治
時
的
刷
出
訂
以
幽
を
作
成
し
ま
す
@

‘

g
s
o↑n
m
門
博
物
航
踏
を
級
殺
し
ま
す
。
白
内
緩
そ
の
も
*
我
柑
時
子
阪
商
附
北
都
市
改
綴
議
畿

叫
制
名
制
m
.
絵
タ
イ
ん
を
廠
次
設
置
し
、
の
や
鋭
的
綿
糸
へ
の
間
関
心
を
漁
ヒ
て
、
手
:
:
:
:
7
綴
8
8
0
0
万
円

よ
り
難
し
め
る
縫
捗
滋
に
し
ま
す
傷
m
n
沼
を
中
心
と
し
た
寝
然
環
犠
や
本
沼
南
口
M
'
S
出
、
北
口
U
R
7
加
の

準
々
水
盛
時
織
物
認
の
充
実
へ
の
綾
織
を
す
同
め
て
い
き
事
す
。
滋
同
師
、
訳
前
広
崎
明
、
公
開
制
な
ど
町
都
中
期

~
誤
詩
持
い
い
一
一
配
引

E
U利
一
持
持
品
目
げ
は
れ

あ
や
め
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
義
一
ざ
し
た
文
化
の
宵
成
一
持
転
を
や
や
は
語
露
r

制
緩
締
役

さ

せ

牢

寸

。

一

一

*
l
l
i
、

寸
l
u
l
u
-
-
川
1
1
1
1
J
品
毒
事
ん
薬
i
i
o
z

一

自

然

の

一

誌

に

警

く

残

存

し

て

い

る

鹿

跡

一
保
全
・
荷
威
一
安
重
苦

Z
襲
補
筆
し
て

一

傘

i
!に
い
く
た
め
的
議
員
章
、
各
盤
的

*
援
用
品
開
化
推
進
時
世
間
嶋
計
滋
と
モ
デ
ル
資
料
を
嬬
築
、
対
行
し
ま
す
。

事
世
情
・
2
2
・
7
0
8
方
向
*
郷
隆
四
幽
努
ゆ
が
り
サ
ミ
y
a
p

衛
隊
と
共
隠
し
て
絡
を

qU7育
て
、
制
問
問
捌
剖
努
に
ゆ
か
り
め
あ
る
市
綜
村

良
野
な
都
市
鉄
総
ず
り
を
ま
主
主
主
り
容
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

-LJ竹

法
主
総
り
ま
す
。
ま
た
、
ゑ
緩
や
並
木
っ
て
い
ま
す
。
邸
年
に
は
我
孫
子
市
で

党
本
密
な
ど
の
総
化
手
法
を
寂
り
入
れ
間
同
催
さ
れ
る
予
織
で
、
そ
れ
に
向
け
て

た
そ
ず
ん
卒
業
を
織
品
叫
ん
行
中
働
党
公
凶
で
準
翁
を
訟
い
ま
す
。

j講の惨事最重量発成予懇総量砂

一
一
総
合
的
容
夜
連

一
体
議
の
護
保

=
:
・
2
脇
陣
3
0
7
S
方
向

次
的
路
線
を
務
機
し
ま
す
E

0
3
2
4
・
5
号
天
王
命
奴
繍
線

3
・
5
・
日
号
機
問
戦
闘
春
投
下
線

の
交
濃
度
、
裁
判
、
竣
主
的
予
湾

醐
鵬
の
博
鞠
鑑
鶴
髄
{
倒
墜
獲
絹
剛
警
奮
闘
癒
す
}

〈
〉
3
・
4
・
9
4
り
下
ヶ
一
戸
中
間
期
総

〈
〉
3
輸

5
・
日
号
ぬ
孫
子
布
佐
銭

。3・5
M
M
M
号
制
戸
手
m
H
m
M
m

絞
殺
6
号
線
と
3
・
8
・
日
号
問
問
戸

新
聞
布
段
下
線
的
中
市
盛
山
附
部
分
を
2
か

年
で
際
機
す
る
予
湾

八

V
3
-
5
・
日
日
分
同
問
問
…
一
新
田
布
佐
下
級

閥均
W

ゆ
然
で
実
持
組
中
。
今
年
液
中
に
手

伐
沼
公
開
出
か
ら
治
中
市
議
ま
で
、
持
枕
鳴

か
ら
栴
校
側
関
へ
の
一
一
織
が
燃
側
附
さ
れ
る

工
事
な
い
と
を
行
い
ま
す
F

*
ア
ピ
さ
ア
ィ
タ
ウ
ン
エ
韓
の
ま
お
づ

〈
り
-
i
e
i
7
6
0
一
b
m
門

千
薬
品
時
-
む
か
b

り4仰
や

a

判
H
川
的
公
開
闘
に
液
晶

都
市
約
機
遊
間
開
3
4
6
M
管
手
m
H
沼

公
務
・
久
寺
家
織
的
問
滋
総
涯
は
、
中
市
滅

的
中
心
終
点
と
し
て
の
J

鰯
を
判
っ
て

お
り
、
ま
た
手
相
内
総
公
開
y
ン
u
h

ル
ゾ

ー
ン
に
つ
な
が
る
地
区
て
す
む
こ
の
た

め
、
戦
力
あ
る
市
街
地
脱
出
戒
に
向
け
、

地
区
役
回
以
的
弘
前
習
を
得
な
が
ら
市
災
と

焼
肉
L
た
ま
ち
づ
く
り
を
操
…
め
ま
す
。

鍛
底
部
の
窓
め
縮

い
法
ち
づ
く
り

*
地
区
別
潤
叫
削
縞
の
機
申
立
9
3
8
9
万
内

地
限
的
衿
す
主
か
し
な
が
ら
、
市

民
と
共
同
し
て
、
よ
り
魅
力
あ
る
泌
総

環
療
を
杭
拭
え
て
い
く
た
め
の
討
醐
存
命

次
策
定
し
ま
す
り

ネ
滋
北
側
肌
北
口
地
区
土
地
隊
隊
酎
盟
問
瑞
事

機
A
開閉蛮

都
市
別
級
鋭
的
盤
僚
に
向
け
て
、
約
部

加
に
つ
い
て
実
媛
滋
交
な
ど
を
行
い
、

基
本
櫛
紺
仰
を
作
成
し
ま
す
q

年
金
環
立
金
還
元
融
資

5
月
に
凶
附
同
附
す
る
は
制
抑
潮
時
潟
品
制
緩
に
あ
た
る
6
2
0
0
万
m
門
も
、

念
総
総
♂
や
り
き
憎
し
は
、
総
設
費
総
州
融
資
に
よ
る
も
の
で
グ
。

縦
約
2
抽
出
1
6
0
0
万
m
円
で
崎
暗
殺
事
選
一
花
融
資
は
も
洋
生
年
金
保
険
・

れ
ま

L
た
物
そ
の
う
ち
的
犯
・
5
%
間
関
災
都
金
問
中
以
金
等
を
地
お
公
北
(
自

は
あ
た
る
7
0
0
0
万
内
が
、
滋
給
体
等
を
遜
と
て
、
役
会
べ
福
祉
娼
抗
締
約

構
成
慌
に
よ
る
も
の
で
す
会
ま
た
、
常
設
働
問
者

r、
滋
弘
祉
の
い
帯
地
鳴
と
生
活
的

11 



第731号 あび乙 1988. 4. 16 

民生委霊童i輩、市民の万1:生士会の索機1;:詳しく、目撃!E大使から祭寝
袋れ、み忽さんの縁談守護手となっていま雪。君主主室、主主主話錫綴ごと(;?

g奮され、!鑓重量受賞も意義ねてい2ますので、ゑ諸!il;:飽っても¥Q人や!思
襲、著書入、身体障害蓄電器産主どの賂緩で絡んで¥，¥Q人l立、議費量当主主著書;fD

民生寮擬iこ気軽にどき謹言葉くだおい。==男事生課=

⑦主主活華麗霊襲に興する相談及び喜志襲撃綴導

@ぬだきり密入、

@!尾重量繍抱上iと関宅ずる絡畿及び飢草書指導
@ 

⑤ 

⑥本士会福従施設と逮絡し、

⑦市役所・社会弾事従滋総会との潔絡調司事量

③襲警織にE署する調査費震のま善行
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韓
鰯
換器

韓
親
h

市
で
は
、
敏
行
体
蜘
制
緩
激
化
し
務
践
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
舗
あ
絞
め
内
私
、

4
R
1
8
M
m
で
線
総
・
畿
織
の
談
輩
を
む
い
ま
し
定
。
こ
れ
は
よ
り
公
溺
慾

濁
線
が
紡
駿
お
れ
だ
琢
か
、
企
滋
臨
時
及
び
鍛
政
糊
酬
明
h
綴
場
一
競
合
導
入
が
、
布

袋
線
で
事
議
百
万
軸
撃
の
湾
績
と
胤
聞
の
袋
線
獲
獲
が
ほ
わ
れ
ま
し
だ
。

公
田
山
街
路
誕
の
町
耕
一
山
棋
は
、
棚
酬
い
的
あ
問
闘
っ
た
も
の
で
、
金
総
滋
繋
係
、
財
政

る
叫
闘
を
密
臨
惜
し
、
公
照
的
繁
鋭
、
緑
化
録
は
爽
止
に
な
り
ま
L
た
。
ま
た
‘
現

機
滋
‘
腕
制
柏
崎
僚
会
な
ど
の
一
緩
め
充
実
枝
市
同
内
総
で
滋
め
て
い
る
住
表
記
録
・

を
除
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
山
都
市
計
印
鐙
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
m
幻
滅
臨
時
へ

一
醐
課
の
2
同
開
(
公
一
間
締
地
然
、
街
路
品
開
)
的
対
応
を
湿
り
、
森
口
事
務
的
効
率
先
、

を
公
関
係
‘
緑
化
後
滋
係
、
街
路
出
始
的
戸
籍
事
務
的
交
申
況
な
ど
多
川
闘
る
た
め
、

3
係
に
し
て
強
禁
事
ぜ
た
も
の
e
企
市
開
築
物
分
機
内
線
制
騨
参
加
行
い
、
係
町
名
称

線
及
伊
財
政
線
的
出
相
当
続
的
導
入
は
、
を
受
付
係
、
一
…
戸
籍
阿
部
、
住
民
記
録
緩
い
い

ゑ
緩
機
繋
部
門
、
黙
殺
掘
削
聞
け
の
強
化
を
金
総
し
ま
し
た
。

3
肉
付
に
入
る
と
、
加
剤
、
札
結
草
地
、
送

制
時
ぞ
い
な
ど
て
拙
明
愉
閣
を
議
た
人
形
的

主
フ
な
惑
の
ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
が
、

総
や
か
に
行
列
を
つ
く
る
。
之
内
務
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
防
相
綴
守
、

mM
本
で
は
明
治

時
平
に
築
家
臨
駒
場
で
初
め
て
日
見
つ
け
た

と
い
う
総
品
叫
が
品
る
"
今
で
は
関
山
東
地

方
や
倍
川
川
で
、
脇
村
じ
多
く
見
掛
け
る
と

も~フ。関
訟
は
雲
で
、
章
、
淡
削
除
め

小
さ
な
花
が
楽
町
務
日
数
脳
細
グ
つ
付
き
.

葉
町
開
聞
か
ら
の
ぞ
く
よ
う
に
し
て
隈
く

の
で
愛
機
が
あ
る
Q

拡
Z
H
時
間
開
角
形
で
日
間

い
革
い
を
柊
ち
、
毛
は
葉
円
高
匿
に
も
緩

成
し
て
い
る
む
ま
た
、
都
慨
は
し
ば

L
ば

紫
紅
色
を
管
び
る
の
で
‘

w
端
付
叫
に
も
そ

れ
と
分
か
る
。

ニ
的
ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
と
は
切
に
胃

袋
く
か
ら
日
本
に
自
生
し
て
い
る
も
め

に
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
が
あ
る
が
、
こ
れ
と

比
べ
る
と
総
が
火
分
小
寺
〈
、
寸
鐙
踊

り
子
部
い
的
名
に
ふ
さ
わ
し
い
。

オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
町
名
は
、
そ
の
中
鳴
が

設
を
被
っ
て
絞
る
幅
削
り
子
に
似
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
て
い
る
a

円
党
・
佐
久
間
同
俊
行
)

が
新
設

硲
佐
駅

さ
れ
た
も
の
で
、

ご
交
代
で
齢
制
袴

和
総
数
本
併
が
柑
担
当
し
て
い
た
区
域

に
‘
新
た
に
晶
樹
木
野
I
T
同
同
か
ら
4

丁
目
が
一
部
、
え
ら
れ
ま
し
た
ψ

な
お
派
出
品
川
的
新
設
に
仲
い
、
布

役
黙
殺
併
は
幽
周
止
に
な
り
ま
し
た
お

ホ
布
佐
駅
前
警
官
笠
宮
議
取
所

官
(
冊
)
1
6
0
5

1-下

踏襲

記tJ弱f~~~~@
〈しそ科)

4
用
め
人
事
襲
動

関
財
政
餓
次
総
〉
議
機
捗
家
裁
綾
部
次
長

後
千
本
一
滋
線
畿
(
総
務
部
次
長
)
税
選
総

本
綴
絞
部
次
長
業
淳
件
抗
議
後
〈
絞
泌
槻
嶋

崎
鳴
務
次
長
〕
林
湯
本
余
緩
絞
殺
醐
州
中
仇
闘
世

兼
時
間
後
議
後
〈
相
附
市
総
次
世
拭
〉
土
開
栄
士
口

市
町
都
添
加
齢
次
絞
殺
都
市
計
出
回
議
長
(
時
間

政
縁
側
拭
〉
綴
村
忠
安
*
綾
済
球
機
務
次

後
兼
農
政
課
長
(
下
水
滋
婦
制
緩
)
中
村
打
攻

教
*
消
防
本
的
開
次
絞
殺
機
防
醐
硝
器
官
官
長
)
増
田
一
一
一
一
…
失
策
機
滋
係
念
謀
長

(
崎
市
防
醐
縮
機
後
〉
桜
幾
年
一
日
一
(
教
符
備
制
財
閥
会
役
会
一
教
脊
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